
■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

１　配偶者等からの暴力への対策の推進

（１）ドメスティック･バイオレンスに対する社会的認識の徹底

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆「女性に対する
暴力をなくす運
動」の実施

青少年・男女
共同参画課

☆毎年11月12日～25日の「女性に対
　する暴力をなくす運動」期間に、
　県内各地で街頭啓発等を実施
・ふれあい人権フェスタでの啓発ブ
　ース展示
・警察本部、民間団体等との連携
・運動の趣旨をラジオ等により広報

☆毎年11月12日～25日の「女性に対
  する暴力をなくす運動」期間に、
  県内各地で街頭啓発等を実施
・ふれあい人権フェスタでの啓発ブ
  ース展示
・警察本部、民間団体等との連携
・運動の趣旨をラジオ等により広報

◆男女共同参画セ
ンター運営

青少年・男女
共同参画課
（男女共同参
画センター）

☆デートＤＶ防止啓発事業（県内高
　校等への出前講座実施）
（出前講座：高校３校、看護学校２
　校：参加者1,533人）
〔191〕

☆デートＤＶ防止啓発事業（県内高
　校等への出前講座実施）
〔190〕

◆ＤＶをなくすた
めの意識啓発

警察本部
生活安全企画課

☆広報啓発活動
・県警察ホームページにおけるスト
　ーカー・ＤＶの広報記事掲載
・相談者に対するパンフレット類の
　配付
・「女性に対する暴力をなくす運動」
　における街頭啓発への参加

☆早期相談を促すための広報啓発活
　動

（２）相談体制の充実等

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆女性相談所管理
運営

子ども未来課 ☆「売春防止法」及び「配偶者から
　の暴力の防止及び被害者の保護等
　に関する法律」に基づき、対象者
　の未然防止と早期発見の啓発、
　相談、被害者の保護、自立支援等
　を目的とした事業の実施
☆紀南地方において、相談等の機能
　を持った総合的なＤＶ被害者支援
　のためのセンターの運営
☆夫・恋人等からの暴力、生活破綻
　等女性が社会生活を営む上での援
　助活動
〔19,359〕

☆「売春防止法」及び「配偶者から
　の暴力の防止及び被害者の保護等
　に関する法律」に基づき、対象者
　の未然防止と早期発見の啓発、
　相談、被害者の保護、自立支援等
　を目的とした事業の実施
☆紀南地方において、相談等の機能
　を持った総合的なＤＶ被害者支援
　のためのセンターの運営
☆夫・恋人等からの暴力、生活破綻
　等女性が社会生活を営む上での援
　助活動
〔20,078〕

ⅣⅣⅣⅣ 男女間のあらゆる暴力の根絶男女間のあらゆる暴力の根絶男女間のあらゆる暴力の根絶男女間のあらゆる暴力の根絶
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆ストーカー・配
偶者暴力事案への
適切な相談業務

警察本部
生活安全企画課

☆ストーカー・配偶者暴力事案に対
　する適切な相談受理
・ストーカー事案
     321件(前年比＋27件）
・配偶者暴力事案
     624件(前年比＋91件)
☆ストーカー・配偶者暴力事案検挙
　件数
・ストーカー事案
     36件(前年比－1件)
・配偶者暴力事案
     68件(前年比＋9件）
　

☆恋愛感情等のもつれに起因する暴
　力的事案への適切な相談対応の推
　進
・適切な相談体制づくりと被害者保
　護のための対応

◆在住外国人に対
する相談業務

文化国際課 ☆県国際交流センターに専任の外国
　人生活相談員を配置
・相談件数：433件(人権相談23件)
☆外国人のための「専門家相談会」
　を実施
・会場：和歌山市、田辺市

【今後の課題】
☆外国人生活相談員の言語対応の充
　実
☆専門家相談会の県下広域での開催

☆民間団体、国・県等の関係機関と
　の更なる連携の強化
☆相談員の資質向上を目的とした研
　修の実施・参加
☆外国人のための法律相談会の開催
☆県下広域での専門家相談会の開催
  (和歌山市、橋本市）

◆男女共同参画セ
ンター運営

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参画
センター）

（再掲P29）
〔343〕

（３）被害者の保護・自立支援、暴力行為への厳正な対処

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆公益社団法人紀
の国被害者支援セ
ンターに対する助
成

警察本部
警察相談課

☆犯罪被害者等早期援助団体として
　の活動の充実を支援
・ボランティア支援員の充実
　養成講座開講6/14-7/14
　受講生11人
・直接支援活動の推進
　　電話相談　260件
　　面接相談　 53件
　　直接支援　 36件
〔2,980〕

☆犯罪被害者等早期援助団体として
　の活動の充実を支援
・財政基盤の充実
・支援活動の推進
〔2,980〕

◆女性への暴力追
放支援

青少年・男女
共同参画課

☆ＤＶ被害者支援ネットワーク会議
・全体会議：１回
・地域会議：県内１か所
☆ＤＶ相談カード、ＤＶ防止啓発物
  品等の作成・配布

☆ＤＶ被害者の相談及び保護に関係
　する機関や民間支援団体とのネッ
  トワークを強化
・ネットワーク会議の開催（全体会
  議、地方会議）
☆ＤＶ相談カード、ＤＶ防止啓発物
  品等の作成・配布
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆男女共同参画セ
ンター運営

青少年・男女
共同参画課
（男女共同参
画センター）

☆ＤＶを正しく理解し、ＤＶ被害者
  への支援活動を地域で行う人材を
  養成する。
・ＤＶ被害者支援ボランティア養成
  講座（応用編　修了者16人）
〔178〕

「事業終了」

◆女性相談所管理
運営

子ども未来課 （再掲P53）
〔19,359〕

（再掲P53）
〔20,078〕

◆ＤＶ被害者に対
する県営住宅応募
に関する配慮

建築住宅課 ☆ＤＶ被害者に対して、県営住宅応
　募に際し優先枠と一般枠２回の抽
　選機会を付与
・県住宅供給公社へのＤＶ被害者の
　応募：2件
・各振興局への応募：0件

☆ＤＶ被害者に対して、県営住宅応
　募に際し優先枠と一般枠２回の抽
　選機会を付与

◆配偶者暴力事案
への対応

警察本部
生活安全企画課

☆配偶者暴力事案への対応
　（平成25年中）
・配偶者暴力事案受理件数
  ：624件
・配偶者暴力防止法に基づく保護命
　令違反検挙：1件
・他法令による検挙：76件
・配偶者暴力防止法に基づく保護命
　令発令件数：45件
・配偶者暴力防止法に基づく援助
  ：154件

☆配偶者暴力被害者との緊急時の連
　絡体制の確立
☆早期臨場による事案の沈静化
☆積極的な事件検挙、警告の実施
☆的確な被害者保護対策の実施
☆関係機関との綿密な連携
☆他府県にまたがる事案の他府県警
　察との連携

２　セクシュアル･ハラスメント防止対策の推進

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆労働情報セン
ター運営

労働政策課 ☆セクシュアル・ハラスメント防止
　に関するビデオを設置し、無料貸
　出を実施
〔6,290〕

☆セクシュアル・ハラスメント防止
　に関するビデオを設置し、無料貸
　出を実施
〔6,653〕

◆教育現場でのセ
クシュアル・ハラ
スメント防止対策

教育委員会
学校人事課

☆県立学校校長会及び教頭会、市町
　村教育委員会教育長会や、小中学
　校校長会において、セクシュアル･
  ハラスメントのない安心して働け
　る職場づくりに努めるよう指導
☆服務規律の遵守に係る通知文にお
　いて周知
☆学校管理訪問の際に、適正な職場
　環境か、相談しやすい環境かを確
　認し助言
☆新任校長・教頭会研修、10年次経
　験者研修において指導

☆安心して働ける職場づくりを常に
　意識しておけるよう、機会あるご
　とに研修会等で啓発を推進
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆職員に対するセ
クシュアル・ハラ
スメント防止に向
けた取組

監察査察課 ☆被害にあった職員が相談しやすい
　環境整備
・職員からのセクシュアル・ハラス
　メントに関する意見を随時受付、
　必要に応じて聞き取り調査を実施
　及び相談等への対応

☆被害にあった職員が相談しやすい
　環境整備
・職員からのセクシュアル・ハラス
　メントに関する意見を随時受付、
　必要に応じて聞き取り調査を実施
　及び相談等への対応

◆職員に対するセ
クシュアル・ハラ
スメント防止に向
けた取組

教育委員会
総務課

☆各所属長に対し「綱紀の厳正保持
　及び服務規律の確保等について」
　の教育長通知により、セクシュア
　ル・ハラスメント防止に関する基
　本方針及び職員が認識すべき事項
　等についての指針の趣旨を周知徹
　底

☆各所属長に対し「綱紀の厳正保持
　及び服務規律の確保等について」
　の教育長通知により、職場におけ
　るハラスメント防止に関する基本
　方針及びセクシュアル・ハラスメ
　ントに関して職員が認識すべき事
　項等についての指針の趣旨を周知
　徹底

◆職員に対する人
権問題に向けた取
組

警察本部
警務課

☆職場における教養の推進
・各所属において、セクシュアル・
　ハラスメント防止のための指導・
　教養を実施
☆環境づくり
・各所属にセクハラ相談員(男女各
　１人以上)を配置
・警察本部セクハラ相談窓口(電話･
　メールによる受付)の運用

☆職場における教養の推進
・各所属において、セクシュアル・
　ハラスメント防止のための指導・
　教養を実施
☆環境づくり
・各所属にセクハラ相談員(男女各
　１人以上)を配置
・警察本部セクハラ相談窓口(電話･
　メールによる受付)の運用及び拡充
　試行

３　性犯罪等への対策の推進

（１）性犯罪・ストーカー行為・売買春・人身取引等への対策の推進

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆女性・子どもの
安全対策の強化

警察本部
生活安全企画課

☆子ども女性安全対策の強化
・性的犯罪の前兆事案認知件数
　　　　356件 （前年比+71件）
・前兆事案行為者に対する指導警告
　　　　 23件 （前年比-10件）
・性的犯罪検挙状況
　　　　 14件 （前年比-3件）
・子ども対象の性犯罪出所者への再
　犯防止措置（定期的な訪問、面談
　による再犯リスク低下に向けた継
　続的取組）

☆子ども女性安全対策
・性的犯罪の前兆事案に対する先制
　予防活動
・子ども対象の暴力的性犯罪出所者
　に係る再犯防止措置

◆安全・安心まち
づくり推進事業

県民生活課 ☆街頭啓発の実施
☆安全・安心まちづくり県民大会の
　開催
☆犯罪情報の発信
☆地域安全マップマニュアル市町村
　説明会の開催
☆自主防犯リーダー交流会の実施

☆街頭啓発の実施
☆安全・安心まちづくり県民大会の
　開催
☆犯罪情報の発信
☆地域安全マップマニュアル作製促
　進のための施策
☆自主防犯ボランティア交流会の実施
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆性犯罪捜査体制
の整備

警察本部
捜査第一課

☆女性被害捜査官を警察本部及び県
　内各警察署に配置：32人
・指名した女性被害捜査官等に対す
　る性犯罪捜査教養の実施(7月）

☆女性被害捜査官を警察本部及び県
　内各警察署に配置：32人
・指名した女性被害捜査官等に対す
　る性犯罪捜査教養の実施(7月）

◆性犯罪の潜在化
防止に向けた相談
しやすい体制づく
りの推進

警察本部
捜査第一課

☆性犯罪被害110番の相談電話及び警
　察署相談窓口における適切
　な対応
☆性暴力救援センター和歌山設立へ
　の協力

☆性犯罪被害110番の相談電話及び警
　察署相談窓口における適切な対応

◆青少年健全育成
・非行防止総合対
策
【非行防止対策部
分】

青少年・男女
共同参画課

☆少年保護関係機関会議の開催
　（１回）
・関係機関：検察庁、裁判所等の国
　の機関及び教育、警察、行政等の
　青少年に関係する30機関
・議題：「情報モラルの向上につい
　て」
☆青少年に対する情報モラル醸成の
　ため、児童・生徒、教職員、保護
　者、ボランティア団体等に対し、
　「出張！県政おはなし講座」を
　実施
☆少年補導委員研修会の開催
☆青少年センター職員研修大会の開催
☆青少年センター及び青少年健全育成
　団体への活動事業補助
☆「夏の子どもをまもる運動」の実施
☆「子ども・若者育成支援県民大会」
　の実施
〔4,162〕

☆少年保護関係機関会議の開催
　（２回）
・関係機関：検察庁、裁判所等の国
　の機関及び教育、警察、行政等の
　青少年に関係する30機関
・議題：「青少年の健全育成及び保
　護に対する取組みについて」
☆青少年に対する情報モラル醸成の
　ため、教職員、保護者、ボランティ
　ア団体等の大人に対し、「出張！県
　政おはなし講座」を実施
☆少年補導委員研修会の開催
☆青少年センター職員研修大会の開催
☆青少年センター及び青少年健全育成
　団体への活動事業補助
☆「夏の子どもをまもる運動」の実施
☆「子ども・若者育成支援県民大会」
　の実施
〔4,049〕

◆風俗、売春事犯
に対する取組

警察本部
生活環境課

☆風俗、売春事犯の徹底検挙と被害
　者支援
・風営適正化法違反検挙：１０件
・風俗営業行政処分件数：２６件
・他機関と連携した被害者支援
☆風俗営業実態の把握
・行政担当部門と連携し立入調査を
　推進して実態把握し、行政指導に
　よる営業の適正化を推進

☆関係機関との連携強化による売春
　事犯の情報収集強化と早期検挙
☆風俗担当部門と連携し立入調査を
　推進して業務を把握し、行政指導
　による営業の適正化を推進

◆女性保護 子ども未来課 ☆女性相談員が各種会議や研修会に
　参加し、相談技術の向上を図るこ
　とにより、被害者保護・相談・自
　立援助を効果的に実施
・女性相談員相談延件数：896件
〔644〕

【今後の課題】
　保護等の迅速な対応につなぐため、
　住民生活に身近な支援者の育成に
　よる被害者への相談の勧奨と市町
　村等地域の相談窓口と女性相談員
　の日常的な連携が必要

☆女性相談員が各種会議や研修会に
　参加し、相談技術の向上を図るこ
　とにより、被害者保護・相談・自
　立援助を効果的に実施
〔716〕
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆少年サポートセ
ンターによる少年
相談

警察本部
少年課

☆非行少年等の立ち直り支援
・大学生等への学生サポーターの委
　嘱
〔786〕
☆「ヤングテレホン・いじめ110番」
　での被害相談の認知と継続的支援
・相談受理件数：143件
〔63〕
☆街頭補導活動の強化
・補導人員10,852人
☆人的体制の整備
・学校支援サポーター（非常勤職員）
　８人の継続配置

☆非行少年等の立ち直り支援
・大学生等への学生サポーターの委
　嘱
〔637〕
☆「ヤングテレホン・いじめ110番」
　での被害相談の認知と継続的支援
〔95〕
☆街頭補導活動の強化
☆人的体制の整備
・学校支援サポーター（非常勤職員）
　８人の継続配置

◆児童買春・児童
ポルノ事犯に対す
る取組

警察本部
少年課

☆児童買春、児童ポルノ事犯の取締
　りの徹底
・各警察署と連携した取締り強化
・被害少年対策の推進
・福祉犯検挙人員：63人（児童買春、
　児童ポルノ事件９人）

☆児童買春、児童ポルノ事犯の取締
　りの徹底
・各警察署と連携した取締りの強化
・被害少年対策の推進

◆ストーカー事案
への対応

警察本部
生活安全企画課

☆ストーカー事案への対応
　（平成25年中）
・相談受理件数：321件
・ストーカー規制法違反検挙：7件
・他法令による検挙：29件
・ストーカー規制法に基づく警告
　：18件
・口頭による警告：140件
・ストーカー規制法に基づく援助
　：68件

☆積極的な事件検挙及びストーカー
　規制法に基づく警告の実施
☆被害者及び被害関係者との緊急時
　の連絡体制の確立
☆被害者保護対策の実施
☆関係機関との綿密な連携
☆他府県にまたがる事案の他府県警
　察との連携

◆不法就労に対す
る取組

警察本部
生活環境課

☆不法就労助長事犯の徹底検挙
☆不法就労防止のリーフレット配布
　による啓発活動の推進
☆不法滞在・不法就労防止のための
　活動強化月間を6月に設定

☆積極的な広報啓発活動の推進
☆突き上げ捜査による斡旋ブローカ
　ーの徹底検挙
☆関係者等からの情報収集の徹底と
　適切な行政処分の実施
☆不法滞在・不法就労防止のための
　活動強化月間を6月に設定
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■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

（２）被害者への配慮

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆性犯罪被害者か
らの相談に対する
配慮

警察本部
警察相談課

☆警察職員及び警察安全相談員への
　学習機会の提供
・女性警察官ブロック研修
　(9/11-9/30)
・女性被害者支援研修(1/24)
☆公益社団法人紀の国被害者支援セ
　ンターにおける性犯罪被害者から
　の相談対応の充実支援
・講義実施(9/21)
☆性暴力救援センター和歌山との連
　携
・開設に伴う連携実施
・被害者支援に伴う連携実施

☆警察職員及び警察安全相談員への
　学習機会の提供
☆公益社団法人紀の国被害者支援セ
　ンターにおける性犯罪被害者から
　の相談対応の充実支援
☆性暴力救援センター和歌山との連
　携

◆性暴力被害者に
対する支援

青少年・男女
共同参画課
(男女共同参画
センター)

☆性犯罪被害者の早期の心身回復を
　図るため、性暴力救援センターを
　開設し、女性支援員が被害者から
　の相談に対応するとともに、医療･
　心理的ケア等のコーディネート等
　総合的な支援を実施
〔950〕

☆性犯罪被害者の早期の心身回復を
　図るため、性暴力救援センターに
　おいて、女性支援員が被害者から
　の相談に対応するとともに、医療･
　心理的ケア等のコーディネート等
　総合的な支援を実施
〔740〕

◆交番等への女性
警察官の配置

警察本部
地域指導課

☆女性被害者が相談しやすい環境を
　整えるため、地域警察部門への女
　性の配置強化を継続
・警察署地域係　２名
・自動車警ら班　２名
・交番等　３１名
・本部若手育成支援室　１名
・本部通信指令室　３名

☆女性専用仮眠室等を備えた交番施
　設等の充実により、地域警察部門
　への女性の配置強化を継続
☆自動車警ら係の女性警察官を増員
☆警察用船舶を運用する水上警備派
　出所に女性警察官１名を兼務配置

◆痴漢被害相談所
の運用

警察本部
地域指導課

☆鉄道警察隊舎（ＪＲ和歌山駅2階）
　に「痴漢等被害相談所」を設置し
　相談活動を実施
・相談受理総件数：５件
☆女性警察官の兼務配置
　　副隊長　1名
　　同隊隊員　3名
　※痴漢等被害相談や女性被害に係
　る事件等への対応を強化

☆鉄道警察隊副隊長を含む女性警察
　官の兼務配置を継続し、痴漢等被
　害相談や女性被害に係る事件等へ
　の対応、被害防止広報等
　を充実

◆一般捜査活動
（性犯罪被害者支
援）

警察本部
警察相談課

☆県産婦人科医会、医療機関との連
　携をより一層強化し、性犯罪被害
　者の負担軽減を図る。
・県下の産婦人科病院・医院への緊
　急診療時の協力依頼
・性犯罪被害者医療費公費負担制度
　の性感染症検査等の充実
　　初診料等支給件数：35件
〔542〕

☆県産婦人科医会、医療機関との連
　携をより一層強化し、性犯罪被害
　者の負担軽減を図る。
・県下の産婦人科病院・医院への緊
　急診療時の協力依頼
〔497〕

59



■　第２章　和歌山県の男女共同参画施策の実施状況　■

４　各種メディアにおける男女の人権の尊重

事 業 名事 業 名事 業 名事 業 名 担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課
平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況平成２５年度具体的施策の実施状況

〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕〔Ｈ２５当初予算：千円〕
平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組平成２６年度具体的施策の取組

〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕〔Ｈ２６当初予算：千円〕

◆青少年健全育成
条例施行

青少年・男女
共同参画課

☆条例の効果的な運用と青少年保護
　を図るため、有害環境の浄化対策
　を徹底
・図書類に対する有害指定
・書店、コンビニ店等に対する有害
　図書類の区分陳列、販売時の年齢
　確認に関する指導の徹底
・青少年への有害情報対策として、
　フィルタリングの解除手続き等に
　ついて、携帯電話販売事業者に対
　する立入調査及び指導の実施
〔1,714〕

☆条例の効果的な運用と青少年保護
　を図るため、有害環境の浄化対策
　を徹底
・図書類に対する有害指定
・書店、コンビニ店等に対する有害
　図書類の区分陳列、販売時の年齢
　確認に関する指導の徹底
・青少年への有害情報対策として、
　フィルタリングの解除手続き等に
　ついて、県内全校児童生徒の保護
　者への周知徹底と携帯電話販売事
　業者に対する立入調査及び指導の
　実施
〔1,714〕

◆インターネット
等の出会い系サイ
トへの対応

警察本部
少年課

☆インターネット等の出会い系サイ
　ト等を利用した児童への人権侵害
　事犯に対する取締りの強化
・出会い系サイト等関連事件での検
　挙人員１人
☆教育及び行政と連携した総合的な
　対策の推進（ネットパトロール、
　情報モラル講座等）

☆インターネット等の出会い系サイ
　ト等を利用した児童への人権侵害
　事犯に対する取締りの強化
☆教育及び行政と連携した総合的な
　対策の推進（ネットパトロール、
　情報モラル教室等）

◆恒常的なサイ
バーパトロールの
実施

警察本部
生活環境課

☆インターネット利用による児童に
　全裸画像を送信させた児童ポルノ
　製造事件の取締り
☆インターネット利用によるわいせ
　つ電磁的記録記録媒体公然陳列事
　件の取締り
☆サイバー犯罪抑止のための広報啓
　発活動の実施(41箇所）
〔13,361〕※緊急雇用創出事業

☆インターネット上の違法有害情報
　の調査、サイバーセキュリティカ
　レッジ等の実施による違法
・有害情報の収集と被害防止の推進
☆各種広報啓発活動の推進
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